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＜小学校の状況と傾向＞ 

 

■平均正答率■ 
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  令和５年度全国学力・学習状況調査 結果の概要 

令和６年３月１日 発行 鹿部町教育委員会 

 令和５年４月１８日に小学校６年生と中学校３年生を対象に実施された「全国学力･学習状況調査」に

おける鹿部町の児童生徒の傾向を報告します。本年度の調査は、小学校は国語、算数、中学校は国語、

数学、英語で実施されました。また、生活習慣等を問う質問紙調査も行われました。 

 

 調 査 結 果 の 概 要 及 び 学 校 の 取 組 

○ 各教科の平均正答率は、国語、算数ともに全国、全道を下回っています。 

○ 国語の各領域については、「言葉の特徴や使い方に関する事項」「情報の扱い方に関する事項」は

全国値とほぼ同様ですが、「書く」「読む」「話す」については全国、全道を下回っており、特に「書

く」ことについては課題があります。 

○ 算数の各領域については、全ての領域が全道、全国を下回っています。 

 

 

 <課題の改善に向けた小学校の取組>  

・ 目標に正対したまとめを行い、児童のゴール
の姿をイメージした授業を行います。 

・ 自力解決を行えるよう、学習の見通しを持た
せ、自力解決の時間を保障します。 

・ ペアでの話し合い活動を積極的に取り入れ、
作業が停滞した児童の活動を促します。 

・ 学習した内容を振り返り、わかったことやで
きるようになったこと、変容したこと等を話
す、書くことで表現させ、学習の理解を深めさ
せます。 

 

 <成果に結びついた小学校の取組>  

・ 活動について、国語科を要としつつ、各教科 

の特質に応じて、学校全体で取り組んだことに 

より、国語科の「言葉の特徴や使い方に関する 

事項」における平均正答率が全国及び全道に最 

も近くなったと考えられます。おける平均正
答率が全国及び全道に最も近くなったと
考えられる。 

※グラフは、全国を 100 とした場合で算出 （鹿部町の平均正答率÷全国の平均正答率×100）  
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＜中学校の状況と傾向＞ 

■平均正答率■ 
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※グラフは、全国を 100 とした場合で算出 （鹿部町の平均正答率÷全国の平均正答率×100）  

 
○ 各教科の平均正答率は、国語、数学、英語の全てにおいて全国、全道を下回っています。 

○ 国語の各領域については、「話すこと」「書くこと」「読むこと」「情報の扱い方に関する事項」等

全てが全道・全国値を下回っています。 

○ 数学の各領域については、「数と式」が全道、全国値とほぼ同様の状況です。 

〇 英語については、「書くこと」に課題があります。 

 <成果に結びついた中学校の取組>  

・ 数学科の授業において、観察や操作、実験等

の活動を通して、数量や図形等の性質を見いだ

す活動を行ったことにより、数学科の「数と

式」の平均正答率が全国及び全道に最も近くな

ったと考えられます。導として、前年度ま
でに、言葉の特徴や使い方についての
知識を理解したり使ったりする授業を
よく行ったことにより、「情報の扱い方
に関する事項」で全国の平均正答率を
上回ったと考えられる 

 <課題の改善に向けた中学校の取組>  

・ 数学は、定着率の低い問題や単元に重点をおい

た指導計画の見通しを図るとともに、個に応じた

きめ細やかな指導支援を行うため、全学年ティー

ムティーチングを実施します。 

・ 英語は、全学年で習熟度別の少人数指導を実施

し、習熟の状況に応じた適切な指導支援を行うと

ともに、一人一人の生徒が英語でコミュニケーシ

ョンを図る活動を多く取り入れ、話す・聞く力の

向上を図ります。 

◎ 小学校に学習者用デジタル教科書を導入し、ＩＣＴ機器を活用して子どもが主体的に学習していく授

業づくりを推進します。 

◎ AＩドリルの充実を図り、タブレットを活用した「自学自習」の習慣が身につく環境を整備します。 

◎ 「新たな研修制度」における町教委主催の教育研修を行い、教職員の資質向上に努めます。 

◎ ＩＣＴ支援員の効果的な活用を図り、教職員による効率的な業務推進を支援します。 

◎ ＡＬＴや英語教師の増員による習熟度別学習を推進し、英語のコミュニケーション能力を高めます。 

◎ 鹿部町教育研究所と協力して、幼小中連携による教育活動の充実を図ります。 

 

 

鹿部町教育委員会としての取組 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活アンケート結果に見る子どもの特徴 

Q  先生は、授業やテストで間
違えてたところや、理解して
いないところについて、分か
るまで教えてくれていると思
いますか。 

 ⇒ 学校では、先生はわかる
まで教えてくれると思って
います。 

＜小学校 6年生＞ 

Q  地域や社会をよくするた

めに何かしてみたいと思いま

すか。 

 

 ⇒ 鹿部の子は社会貢献に対

する欲求が高いです。 

Q  普段（月曜日から金曜日）、
１日当たりどれくらいの時
間、読書をしますか。 

 
 ⇒ 全く読まない子が 52.2％ 
  います。（半分弱） 

Q  将来の夢や目標を持って

いますか。 

 

 ⇒ 鹿部の中学生は、自分の

夢や目標に向かってしっか

り勉強しています。 

＜中学校 3年生＞ 

Q  自分の考えを発表する機

会では、自分の考えがうまく

伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発

表していましたか。 

 

 ⇒ 自分の考えがうまく伝

わるように工夫してきた

生徒の割合は、全道・全国

よりも少ないです。 
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Q  先生は、授業やテストで間
違えてたところや、理解して
いないところについて、分か
るまで教えてくれていると思
いますか。 

 ⇒ 学校では、先生はわかる
まで教えてくれると思って
います。 


